
銅鐘

指定区分 国指定重要文化財（工芸品）

読みかた どうしょう

所在地 岡山市東区西大寺中　西大寺観音院

指定年月日 明治34年8月2日

解説

朝鮮鐘といわれる大振りの銅梵鐘で、総
高108.3cm、口径65.2cm、重量375kg。無
銘鐘であるが、細部の形状などから高麗
時代の早い頃の製作と推測されている。

アクセス方法 JR西大寺駅から徒歩10分

公開状況
見学自由　〔問い合わせ〕西大寺観音院
086-942-2058

設備

備考



していくぶん
（指定区分）

国指定重要文化財（工芸品）

ぶんかざいめい
（文化財名）

銅鐘

よみかた どうしょう

しょざいち
（所在地）

岡山市東区西大寺中　西大寺観音院

していしたひ
（指定した日）

明治34年8月2日

せつめい

朝鮮（ちょうせん）からわたったといわれる
大きな鐘です。高さは１メートル以上ありま
す。むかし朝鮮半島にあった高麗（こうら
い）という国で1000年以上前につくられた
ものと考（かんが）えられています。

きっずページ


